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用を有することが知 られている。 また,キ チンキ
トサンオ リゴ糖 を全身投与 した場合,鎮 痛効果が





【材 料】実験動物 は6WのICR雄 性マ ウス,










すなわち,各 実験薬液 を体重10gあた り0．5ml腹
腔内投与,30分経過 した後,0.7%酢酸溶液 を腹
腔内投与 してwrithing反応 を10分間観察 した。
【結 果】1%濃 度においてR,キ チンおよびキ
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トサンを腹腔内投与した場合の鎮痛効果は認めら
れなか ったが,10%まで濃度 を上げ ることで鎮
痛作用が発現 した。その場合の鎮痛作用は,キ ト
サンオリゴ糖の方が作用の発現時間が早 く,持続
時間 も長い傾向であった。また,キ トサンオ リゴ
糖の経口投与では鎮痛効果は得 られなかった。
一方,酢酸法による鎮痛試験では対照と比較 し
てキ トサンオ リゴ糖のwrithing反応 の回数が有
意に低下 していた。
【結 論】①キチンオ リゴ糖およびキ トサンオリ
ゴ糖は鎮痛作用を持つことが示唆 された。②鎮痛
効果は脱アセチル化率により異なっていた。③鎮
痛作用の作用点は末梢 であることが示唆された。
④今回の条件では,経 口投与では鎮痛効果が得 ら
れなかった。
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